
名 船  発  掘 (汽船〉

渡船苫号邑粥ンン酬士塩暑群ン需,強督
両積載数15トン貨草42両、1946年三菱重工業横浜造船所建造、同型
船石狩丸、十勝丸、渡島丸 (データは第 1船 「石狩丸Jの もの)

「日」型第3船 「渡畠丸J

「H」型車両

博多～釜山間の列車航走船
として計画

「博
釜
航
路
」
の
車
両
航
走
ブ
ラ
ン

日
本
の
鉄
道
迎
祐
恥
で
■
両
航
走
を
や
人
し
た
の

は
、
吉
商
、
年
高
、
門
門
の
三
抗
怜
で
あ
る
。

中
両
航
た
、
つ
ま
り
飲
道
申
向
を
ロ
ー
ル
オ
ン

ロ
ー
ル
オ
フ
方
式
で
航
走
す
る
に
は
、
い
く

つ
か
の

条
件
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
最
も
基
本
と
な

る
の
は
、
中
両
の
レ
ー
ル
ゲ
ー
ジ
が
同
サ
イ
ズ
で
あ

る
こ
と
だ
ろ
う
，
中
山
渡
船
で
逆
格
す
る
こ
つ
の
鉄

道
の
レ
ー
ル
ゲ
ー
ブ
が
異
な

っ
て
い
た
ら
、
車
両
航

走
は
む
ず
か
し
い
．
さ
い
わ
い
Ｈ
本
の
ｉ
な
鉄
道
は
、

創
設
時
に
レ
ー
ル
ゲ
ー
ジ
を

一
　

０
六
七
メ
ー
ト
ル

に
統

一
し
て
き
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
卓
両
航
走
を

導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
．

と
こ
ろ
が
か
つ
て
、
ゲ
ー
ジ
が
合
わ
な

い
の
に
車

両
航
た
が
計
画
さ
れ
た
回
鉄
の
航
路
が
あ
る
一
け
多

と
傘
山
を
結
ぶ

「＝
奪
航
路
」
で
あ
る
．

＝
牟
航
路
は
、
人
ヤ
ーー十
戒
争
中
の
　
九
四
工

⌒昭

和
十
人
一
年
、
大
陸

へ
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
る
関

谷
辻
格
恰
の
柿
助
航
路
と
し
て
阿
設
さ
れ
た
，
関
傘

避
格
船
は
そ
の
前
年
、
こ
の
航
路
と
し
て
は
最
多

の

年
間
約

二
由
万
人
を
輸
送
し
て
お
り
、
輸
送
力
が
限

界
に
近
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
，

開
米
は
こ
の
年
の
七
月
≡
批
航
し
た
の
は
関
金
抗

路
か
ら
は
じ
た

「
徳
オ
九
」
と

「出
嵯
九

」
の
両
姉

妹
船
で
あ
る
．
陣
多
港
に
は
、
申
用
の
埠
頭
と
い
多

港
快
が
設
け
ら
れ
た
。



レ
ー
ル
ケ
ー
ジ
が
只
な
る
内
地
と
朝
＝
半
向
の
鉄

道
を
結
ぶ
こ
の
航
路
に
■
両
航
走
を
導
入
し
よ
う
と

し
た
の
は
、
戦
争
末
期

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

使
用
船
と
し
て

一
Ｈ
」
型
申
両
渡
船
七
生
が
建
辻
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
，
「
Ｈ
」
は

「い
谷
」
⌒
Ｈ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｆ
Ｕ
）
の
イ
ニ
シ
ア
ル
を
と

っ
た
も
の
だ
．

戦
時
標
準
タ
イ
プ
の

「
Ｈ
」
型

「
Ｈ
」
型
は
戦
時
標
準
恥
で
あ
る
。
戦
時
解
＋
型
の

中
両
渡
船
は

「
Ｗ
」
型
と

「
Ｈ
」
型
が
あ
る
．

「
Ｗ
」
型
は
大
平
洋
戦
争
中
の
言
西
航
路
の
輸
送
需
要

増
に
対
処
す
る
た
め
計
画
さ
れ
た
急
ご
し
ら
え
の
車

両
渡
船
で
、
「
Ｗ
」
は
貨
申
を
意
味
す
る

「
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ

Ｎ
」
の
イ

エ
シ
ア
ル
か
ら
と
ら
れ
た
。
終
戦
ま
で
に

「
第
■
」
～

「
第
十
吉
函
九
」
の
大
生
が
誕
生
。
戦

後
、
続
行
恥
と
し
て

「
第
十

一
」
「第
十
二
肯
西
九
」

の
二
隻
が
先
成
し
た
ほ
か
、
「
北
見
九
」
「
日
高
九
」

の
二
生
が
新
造
さ
れ
た
。

「
Ｈ
」
型
は
、
「
Ｗ
」
担
を
改
史
し
た
車
両
波
船
で
あ

る
ｃ
大
き
さ
は
約
二
千
給
ト
ン
．
車
両
積
設
数
は
十

五
ト
ン
貨
車

（
ワ
ム
型
）
投
第
四
十
二
両
で
、
「
Ｗ
」

型
よ
り
〓
両
少
な

い
．

問
坦
の
船
内
レ
ー
ル
の
ヶ
ｌ
ジ
に
つ
い
て
は
、
十

向
側
の
鉄
道
に
合
わ
せ
て

一
　

四

十
五
メ
ー
ト
ル
の

広
軌
に
す
る
か
、
内
地
側
に
合
わ
せ
て
狭
――サし
に
す
る

か
検
討
さ
れ
た
が
、
結
局
、
狭
肌
を
採
用
す
る
こ
と

に
な

っ
た
．
と

い
う
こ
と
は
、
貨
物
の
積
み
杵
え
は

半
向
側
の
金
山
で
行
う
想
定
だ

っ
た
わ
け
だ
≡

外
洋
を
航
れ
す
る
の
で
、
船
尾
の
開
日
部
は
閉
鎖

可
能
な
仕
様
と
し
、
恥
市
も
細
く
な

っ
た
。
貨
車
積

載
数
が

「
Ｗ
」
型
よ
り
減

っ
た
の
は
そ
の
た
め
だ
。

ま
た
タ
ー
ビ
ン
上
機
の
パ
ワ
ー
を
上
げ
る
た
め
、
ボ

イ
ラ
ー
六
キ
、
理
突
日
本
と
し
た
．
戦
時
中
の

「
Ｗ
」

叫
は
、
ポ
イ
ラ
ー
四
缶
、
冊
突
二
本
で
あ
る
。

か
く
し
て

「
Ｈ
」
型
の
第

一
船
が
ｒｉ
菱
五
工
の
祉

浜
道
船
所
で
起
Ｉ
さ
れ
た
が
、
工
＝
が
遅
れ
る
う
ち

に
船
台
上
で
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

青

函
航
路

の
車

両
渡

船

と

し

て
完
成

「＝
全
航
路
」
は
消
減
。
「
Ｈ
」
型
の
第

一
船
は
青
丙

航
路
用
の
統
行
船
と
し
て
、
敗
戦
の
翌
年
に
誕
生
し

た
。
「
石
狩
九
」
が
そ
れ
で
あ
る
．
統
行
船
は
戒
時
標

準
型
で
は
あ
る
が
、
船
体
と
主
枚
に
大
幅
な
手
に
し

が
加
え
ら
れ
、
戦
時
下
に
誕
生
し
た
戦
標
怖
よ
り
は

ま
し
な
仕
１１
が
り
と
な

っ
て
い
た
．

青
函
航
路
の
杭
行
船
は
、
「
石
狩
九
」
と
前
出
の

「第
十

一
」
「
第
十
二
古
両
丸
」
の
二
隻
で
あ
る
ぃ
三

船
は
、
船
楼
甲
板
に
作
室
を
設
け
て
お
り
、
「
デ
ッ
キ

ハ
ウ
ス
船
」
と
呼
ば
れ
た
。

い
ず
れ
も
、
就
航
直
後

の

一
時
期
、
進
，
軍
の
専
用
い
と
な

っ
た
が
、
各
室

は
の
ち
に
撤
去
さ
れ
て
い
る
．

吉
西
迪
格
恥
は
終
戦
問
近
の
七
月
十
四
日
、
米
冊

試
機
の
空
環
に
よ
り
、
ト
エ
生
中
、
客
哉
申
山
渡
船

の

「
翔
鳳
丸
」
ク
ラ
ス
四
生
を
合
む
■
隻
を
う
し
な

う
と

い
う
映
減
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
た
．

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
列
内
の
米
幹
ル

ー
ト
の
再
建
に
理
＝
を
示
し
、
各
試
車
両
渡
船
、
市

両
渡
恥
各
四
隻
の
打
造
を
認
め
た
。
客
萩
車
両
泄
船

は

「
洞
命
九
」
ク
ラ
ス
川
隻
、
車
両
渡
船
は

「
Ｗ
」

型
の

「
北
兄
九
」
「
日
高
九

一、
そ
れ
に

「
Ｈ
」
担
の

後
統
は

「卜
勝
丸
」
「渡
鳥
九
」
で
あ
る
。
建
造
所
は

「
Ｗ
」
型
が
浦
賀
恥
堤
、
「
Ｈ
」
押
が
…
菱
枚
浜
で
、

い
ず
れ
も

一
九
円
八
年
に
完
成
し
た
．

レ
ー
ダ

ー
を
備
え
た
最
初

の
日
本
商
船

「
Ｈ
」
型
の
う
ち
、
日
本
脩
ｍ
史
に
好
か
し
い
実
績

を
成
し
た
い
が
あ
る
、
日
本
商
い
と
し
て
初
め
て
レ

ー
ダ
ー
を
左
備
し
た

「渡
鳥
九
」
で
あ
る
。

舶
川
の
レ
ー
ダ
ー
が
日
本
で
実
用
化
さ
れ
た
の
は

九
五
０
年
十
月
の
こ
と
。
「渡
烏
九
」
と

「
洞
爺

九
」
が
そ
の
第

一
砧
だ
が
、
装
備
し
た
の
は

「た
島

九
」
の
ほ
う
が
早
く
、
―‐１
年
八
ヽ
九
月
、
一
瑳
杖
浜

で
の
補
償
Ｔ
「
の
と
き
に
収
り
付
け
ら
れ
た
，

同
怖
は
、
回
航
ま
え
に
東
京
港
竹
と
を
訪
れ
、
レ

ー
ダ
ー
装
備
記
合
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。
こ

こ
に
掲
げ
た
写
真
は
そ
の

一
年
後
、
石
川
鳥
五
■
に

拡
岸
中
の
姿
を
筆
者
が
撮
っ
た
も
の
で
あ
る
．

「石
狩
丸
」
と

「渡
島
九
」
は

一
九
六
五
年
に
引
退
，

「卜
勝
九
」
は
、
飲
道
連
絡
怖
最
後
の
ス
チ
ー
ム
シ
ッ

プ
と
し
て
七
●
年
ま
で
稼
働
し
た
一≡山

田
　
廼
生
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